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警察官・警察職員の仕事は、
 パトロールなどの地域に密着した活動
 犯罪の起きにくい社会、安全なまちづくりを進める活動
 地道な捜査で被疑者を検挙し、事件を解決する活動
 交通指導や取締りなどによって交通事故の発生を防ぐ活動
 災害やサイバー攻撃、テロ・ゲリラなどから県民を守る活動
など、部署によって役割は異なりますが、

『県民の安心と安全を守る』
ために働いています。警察官・警察職員の業務は非常に幅広いため、
県民を守るカタチは一つではありません。

 人と話すのが好き

 パソコン作業が好き

 語学を勉強してきた

 こうなりたいという想いや夢

など、経験やスキル、特技、想いなどから、あなたに合った「やりた
い」フィールドを選択してみませんか。
きっとあなたの「やりたい」が見つかり、そこでの活躍が『県民の

安心と安全を守る』につながっていきます。

採用
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油断しない安全に見えても危険かも
～自然は見た目で危険が分からない～

４月下旬から５月初めは、山の空気も緑もさ
わやかになりますが、一方、毎年山岳遭難が発
生しています。
春といっても、山の気候はふもととは違い、
気温もまだ低く、天候が急変して雪が降ること
もあります。
山岳遭難の多くは、春山に対する認識が甘く、
不十分な装備で体力的に無理な計画を立てるな
ど、知識・経験・体力の不足から山岳遭難に至
る例が見受けられます。
そのため、おおむね次のことに気を付け、事前
の準備をしっかりとしていきましょう。

○ 登山計画書を作成する。

○ 登山計画（目的）に合わせた

装備や携行品を準備する。

○ 登山計画を家族等の身近な方

と共有する。

○ 登山当日の天候や体調を常に考慮する。

車から ぼくたちみえない 手をあげよう
～こどもと高齢者を交通事故から守ろう～

運転者は、こども、高齢者保護のため次のこ

とに注意しましょう。

〇横断歩道や自転車横断帯のない場所でも、歩

行者や自転車が横断することがある。

〇高齢者は、一般的に歩行が遅い、とっさの行

動が困難、危険の発見が遅れがち、歩行が不

安定になる。

〇夜間は、歩行者等の発見が遅れたり、速度感

覚がにぶったりするので、昼間より速度を落

として慎重に運転する。

〇夕方は、早めにライトを点灯し、周囲に車の

存在を知らせる。

〇前方に車がいない場合や対向車がいないなど

の場合は、ハイビームを

活用して、歩行者や

自転車を早期に発見

する。


